
令和３年度事業計画 
令和 3 年 4 ⽉ 1 ⽇から令和 4 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 

 
⼀般社団法⼈熊本県こども⾷堂ネットワーク 

 
１．⼦ども⾷堂の安⼼・安全な運営や活動のサポート及び、新規開設者に対する開設サポートなどを⾏ 

う。会員との連絡体制を整え親睦にも勤めることを⽬的に、以下の内容を⾏う。 

●会員サポート委員会 
①⾷材や消耗品など、寄付をいただいた物は SNS(主に LINE グループ)にてシェアを⾏う。 
②⾷堂運営に活かせるような他団体よりの⾷材提供に関する情報や、助成⾦のお知らせ、ボランティ

アに関する情報などを会員グループにて共有する。 
③会員同⼠の交流を深め、個々の⾷堂における事例を共有、地域や⼦どもや保護者との関係性構築

や、安全・衛⽣、⾏政の政策について学ぶスキルアップ研修会及び、情報交換の場としての定例会
や料理教室、親睦・協⼒体制などが構築できる交流親睦会を⽉１回定期的に実施する。 

④新規⾷堂開設希望者に対する開設サポートとして、ヒアリング（開設相談の受付）と⼈員の派遣や
広報のお⼿伝いを⾏う。（W A M 助成事業柱⽴て 3） 

⑤担当事業活動の活動報告を作成し、広報拡⼤委員会へ投稿依頼をする。 
 

２．⼀般社団法⼈ 熊本県こども⾷堂ネットワークのことを⼀⼈でも多くの⽅々に周知するための情報発
信を⾏い、県外の⼦ども⾷堂ネットワークと連携する。（周知・ネットワーク活動） 

●広報拡⼤委員会 
①SNS やホームページで活動報告や情報発信を⾏う。（W A M 助成事業柱⽴て 4・６） 
②⼦ども⾷堂フェスティバルを開催する。（時期は 10⽉ごろを予定。キワニスクラブ、商⼯会議所 
⻘年部と共催） 

③九州沖縄こども⾷堂ONE TEAM ネットワークミーティングに参加推進する。 
④ひとり親家庭福祉協議会と連携し、「⼦ども⾒守りネットワーク」事業に参加する。（熊本県新型 
コロナウィルス緊急⽀援助成事業）活動内容はホームページで発信する。 

⑤各委員会と情報交換を密にし、広報媒体の充実に努める。 
 

３．補助⾦や助成⾦などの情報収集や採択に務め、⽀援者（⾏政・企業・個⼈など）に対してのサポー 
トを⾏う。また助成事業や寄⾦が正しく円滑に⾏われている使⽤されているかを精査することを⽬ 
的とする。 

●補助⾦円滑化委員会 
①協⼒農家からの情報によって、ボランティアを募り農産物の収穫⼿伝いを募集促進し、収穫し 

た農産物を会員⾷堂にシェアする。（エフピコ環境基⾦助成事業） 
②フードドライブに協⼒する地元企業や店舗とつながり、提供品を会員⾷堂にシェアする。 
（W A M 助成事業柱⽴て１） 
③事業年間計画が遂⾏されているか精査し、補助事業消化に勤める。(コロナ感染対策としてオ 

ンラインの交流会も含む。そのうち 4 回は W A M 助成事業柱⽴て２) 
④寄付・⽀援者に対して、お礼状や感謝状その他の送付を⾏い。⽀援者が今後も協⼒したいと思 

えるサポート・新企画などを⾏う。 
⑤担当事業活動の活動報告を作成し、広報拡⼤委員会へ投稿依頼をする。



 


